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第 I章 2003年度 (平成15年度)事業の概要
1. は じめ に
東北大学には、仙台市内の各キャンパスに加えて、多 くの研究施設がある。これらの各地区構内には、多 くの
埋蔵文化財が存在している (図 1)。 特に川内地区は、ほぼ全域が近世の仙台城跡二の丸地区と二の九北方の武












2003年 度 (平成15年度)は、運営委員会は 2回、専門委員会は 1回開催した。それぞれの開催月日・議事内容
は以下の通 りである。
埋蔵文化財調査研究センター運営委員会













3月 8日  審議事項  (1)法 人化に伴う埋蔵文化財調査研究センター規定の改正について
(2)埋蔵文化財調査研究センターの中期目標 。中期計画について
(3)そ の他














1:仙台城跡 2:川内古碑群 3:青葉山遺跡B地点 4:青菜山遺跡E地点 5:青葉山遺跡C地点 6:青葉山遣跡A地点
7:青葉山遺跡D地点 8:芦 ノロ遺跡 9:片平仙台大神宮の板碑 10:郷六大日如来の碑 11:葛 岡城跡 12:郷六城跡
13:郷六建武碑 14:沼田遺跡 15:郷六御殿跡 16:郷六遣跡 17:松ヶ岡遺跡 18:向山高裏遺跡 19:萩ヶ丘遺跡
20:茂ヶ崎城跡 21:ニツ沢横穴墓群 22:萩 ヶ岡B遺跡 23:八木山緑町遺跡 24:ニツ沢遺跡 25:青山二丁目遺跡
26:青山二丁目B遺跡 27:杉土手 (鹿 除土手) 28:砂押屋敷遺跡 29:砂押古墳 30:富沢遺跡 31:泉崎浦遺跡
32:金洗沢古墳 33:土手内窯跡 34:土手内遺跡 35:土手内横穴墓群 36:三神峯遣跡 37:金山窯跡 38:三神峯古墳群
39:富沢窯跡 40:裏町東遺跡 41:裏町古墳 42:原東遺跡 43:原遺跡 44:八幡遺跡 45:後田遺跡 46:町遺跡
47:神漉山遺跡 48:御堂平遺跡 49:上野山遺跡 50:北前遺跡 51:佐保山東遺跡
図 1 東北大学 と周辺の遺跡
Fig l  Archaeological sites and Tohoku University
傘章テム ラ ぞ
図 2 仙台城と二の丸の位置
Fig.2  Distribution of Sendai Castle
埋蔵文化財調査研究センター運営委員会専門委員会









3.埋 蔵 文化 財調 査 の概 要
2003年度は、川内地区と富沢地区において、本調査 2件、立会調査 5件の、合計 7件の調査を実施した。 (表
1)。 青葉山地区については、当年度の調査はなかったので、これまでの発掘調査個所を示 した図 4を示してお
くに留める。
(1)川内地区の調査
川内地区では、本調査 1件と立会調査 4件を実施した (図 3)。
本調査を実施したのは、音楽 。昇踏系課外活動施設 (川 内ホール)新営に伴う、仙台城跡二の丸北方武家屋敷
地区第 9地点 (BK9)の調査である。これについては、本年報の第Ⅱ章において報告する。
川内南地区での立会調査は、 1件であった。










Tab.l  Excavations on the campus in the iscal year 2003
調査の種類 調 査 地 点 (略号) 原 因 調査期間 面 積 時 期
本調査
仙台城跡二の九北方武家屋敷地区第9地点 (BK9) 音楽・舞踏系課外活動施設新営 7/14-9/17 3635 近世
芦ノロ遺跡第 6次調査 (TM6) 屋外排水管布設 3/25^ψ 3/30 245 古墳
立会調査
川内北地区川内体育館東側 川内石積よう壁改修 6/19、  25
原子核理学研究施設研究棟南側 総合学術博物館標本倉庫新営 Ъ/17































































































































































































































木状に積み上げられ、角石 1石あたり、 2か ら3段の横目地が通る。グランド脇の石垣では、角石 1石あたり横















富沢地区では、本調査 1件、立会調査 1件を実施した (図 5)。











から、2000年 度調査分を取 りまとめた調査年報18の刊行は、翌年度に先送 りすることとなった。そのため当年度
は、調査年報は刊行していない。






















物が 7箱 と、芦ノロ遺跡第 6次調査が 1箱の、計 8箱である。予算の関係等で報告書刊行は翌年度となったが、
2003年 度で仙台城跡二の丸第17地点の遺物整理作業が終了した。二の丸第17地点の出土遺物は、整理前の段階で
は751箱、整理後は収納を工夫することで536箱 となった。これにより、箱数は215箱減少させることができた。
また、1985～ 1989年 度にかけて調査した仙台城跡二の九第 5地点の出土遺物については、攪乱や近代の層序から
出土した瓦も全て採集していた。これらについては、本年度に処分したため、103箱 が減少した。よらて、増加












積は 1階 。2階 とも101だ、あわせて202だ である (図 7)。 遺物の増加を見込んで、従来使用していた面積より、
3割ほど広い面積を確保 した。 1階には重量のあるものを収蔵することとし、瓦と大型の遺物を収蔵している。
2階には陶磁器類や乾燥状態の木製品など、比較的軽い遺物を収蔵するようにした。
1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
年度
図 6 収蔵遺物量の推移
Fig.6 Graph showing transition of amount of artifact in storage(shOWed by number of case)
図 7 収蔵庫全景




1999年度から同講座と共同して、 PIxE(Particle lnduced X― ray Emission粒子線励起X線分析)に よる、考
古資料の材質分析を行ってきた。今年度は、研究成果を下記の学会で発表した。
日本文化財科学会第20回大会 (ポ スターセッション)2003年 5月 17'18日  於 :島根県県民会館
「大気サブミリPIXEカ メラによる仙台城二の丸跡出土漆器の分析」藤沢教・松山成男ほか
2003年 度は、新たに下記の受託研究 1件 を実施した。
・受託者 :岩手県山田町長 沼崎喜― (担当 :教育委員会社会教育課文化係)
研究課題 :房 の沢古墳群出土鉄製品の保存科学についての研究































































2003年 11月 21～ 22日 第 5回考古科学シンポジウム「弥生・古墳時代の新年代観」 終 :名古屋大学
高木暢亮




















2003年 7月 1日 ～ 9月 1日
東北歴史博物館 平成15年度特別展「鮭一秋を待つ人々―」
仙台城跡二の九第 5地点出土木簡 3点





2003年 6月 6日   平成15年度第 1回大安場古墳整備指導委員会
2003年 6月 28日   仙台市史でまえ講座講師「古墳時代の仙台と岩切の古墳」
主催 :仙台市史編纂室 終 :仙台市岩切市民センター
2003年 9月 16日    第39回文化財展「仙台城展一国史跡指定記念特別展一」記念シンポジウム
パネリス ト「政宗のこどもたち、宗泰と五郎八姫の屋敷について」
主催 :仙台市教育委員会 終 :仙台市博物館
2003年 10月 24日   平成15年度第 2回大安場古墳整備指導委員会
2004年 1月 12日   仙台市史城館部会
2004年 1月 23日   平成15年度第 3回大安場古墳整備指導委員会
(4)広報活動
2003年度は、広報活動としては、特に行っていない。




仙台城は、仙台藩初代藩主の伊達政宗によって、慶長 5年 (1600年 )12月 24日 の縄張始めを晴矢として、本丸
の築造が始められる。この段階では、二の丸は造られておらず、後に二の丸が造られる場所には、政宗の四男で




仙台城下は、仙台城本丸の造営に伴って造られていく。慶長 6年 (1601年)の正月11日 に、仙台城の普請始め
が行われ、同じ日に「御城下地形ノ絵図ヲ以テ諸士等ノ屋敷割仰付ラル。」との記録が残されている (『 貞山公治
家記録巻之二十一』)。 この時以降、城下の建設が進められていったものと考えられる。








轄下に移 り、二の九には東北鎮台 (後 に仙台鎮台)が置かれる。本丸の建物は明治の早い時期に取 り壊されるが、
二の丸の建物は鎮台本営として引き続き利用された。しかし、明治15年 (1882年)の火災で、二の九建物のほと











成果を取 りまとめた、年報19の 第 1分冊において詳しく検討しているので、そちらも参照されたい。
戦後は、川内地区一帯が米軍の駐留地となる。昭和32年 (1957年 )に米軍から返還された後、川内北地区には
東北大学教養部が、川内南地区には文系 4学部や図書館などが置かれ、現在に至っている。






当調査室 (前身の調査研究センター・調査委員会を含む)に よって実施されたものである。2002年 度までに、第
1地点から第 8地点までの調査が行われている。この内、第 1地点は試掘調査のみであったが、それと一部重な
る区域で第 7地点の調査を実施している (年報19)。 第 2地点と第 3地点は結果的に立会調査で終了したので、
欠番となっている (年報 3)。 したがって、実質的には、第 4地点から第 8地点の、合計 5地点を調査している
こととなる。この内、第 5地点 (年報 7)、 第 6地点 (年報14)、 第 8地点 (年報20)は 、小規模な調査であった。


























































3mグ リッドを組んだ。グリッド設定のため設置した基準点の位置は、図 8。 13・ 14に示した。基準点の国土座




BK9-A 日本測地系 X=-193,344.389 世界測地系 X=-193,035.657
Y=+  2,054.969 Y=+  1,755072
BK9-B 日本測地系 X=-193,315,702 世界測地系 X=-193,006971
Y=+  2,046.191 Y=+  1,746.294
平面図・断面図は、縮尺1/20で作成した。今回の調査区は段丘崖にかかる区域であったため、旧地形の高低差
が大きかった。その傾斜を記録するため、25cmコ ンターで等高線を記録した。記録写真は、35mmの カラーリバ
ーサルとモノクロを基本として使用し、全景写真など要所では、 6× 7の カラーリバーサルとモノクロ写真を撮
影している。
3.基 本 層序 と時 期 区分
(司 )基本層序 (図 9)
基本層序の確認のため、調査区を東西に横切る形で、土層観察用のベル トを設定し記録した。場所により基本
層序に違いがあること、南側で発見された石垣の裏込めの状況を確認するため、 4ケ 所で横断ベル トを設けて記




































層      Ⅲ層
図9悪嘲矯ぎ抽評鸞期






















Ⅳ層 10了R4/43色 粘土質シル ト 粘性弱 しまり弱
Ⅳ②層 10YR5/6A褐色 砂質シル ト 粘性中 しまり中
V層 10YR4/43色 粘土質シル ト 粘性中 しまり弱

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































①層 10YR4/3に ぶい黄褐色 粘土質シルト 粘性弱 しまり中 lcm～拳大の礫を含む 炭
化物を含む
②層 10YR4/31こ ぶい黄掲色 粘土質シル ト 粘性弱 しまり中 1～ 20cm程 度の礫を含む
炭化物をわずかに含む 下部はやや砂質になる
①層 10YR4/2灰黄褐色 シル ト 粘性弱 しまり中 1～数cm程 度の礫を少量含む
①層 10Y懃 /3に ぶい黄褐色 砂質シル ト 粘性弱 しまり中 1～数cm程 度の礫を含む
2号遺構埋土









1 10YR3/4暗 褐色 粘土質シル ト 粘性弱 しまり中 2～4cm程 度の小礫をごくわずかに
含む 炭化物を少量含む
2 10YR3/4暗 褐色 粘土質シル ト 粘性弱 しまり中 I～数cm程度の礫を少量含む 炭化
物を少量含む
3 10YR3/3暗 褐色 粘土質シル ト 粘性やや弱 しまり中 数cm程度の礫を少量含む 炭
化物を少量含む
ピットb浬土
1 10YRν 4暗褐色 粘土質シル ト 粘性弱 しまり中 4～ 10cm程度の礫を含む 炭化物を
少量含む
2 10YR3/4暗 褐色 粘上質シル ト 粘性弱 しまり中 鉄分をわずかに含む
ピット16埋土














数～10数 cm程 度の礫を少量含む 炭化物を少量含む
粘性弱 しまり中 1～ 3cm程度のイヽ礫を少量含む 炭化物を含む 層下部はグライ化する
粘性弱 しまり中 炭化物を含む 1～ 3cm程 度の小礫を含む
粘性弱 しまり中 数～10数 cm程 度の礫を多量に含む
しまり中 炭化物を含む
しまり中 ユ～2cmの小礫を含む 炭化物を含む
粘性中 しまり中 独 m程度の礫を多量に含む 炭化物を少量含む
図12 武家屋敷地区第 9地点基本層序断面図 (3)




Ⅳ層 10YR4/4褐色 粘土質シル ト 粘性弱 しまり弱 数cm程 度の礫を少量含む 炭化物を少量含む
V層  10YR74掲 色 粘土質シル ト 粘性中 しまり弱 数～10数 cm程 度の礫を多量に含む
Ⅵ層 10YM/4褐 色 粘土質シル ト 粘性弱 しまり弱 炭化物を含む
裏込部分崩落土
④層 10YR4/4褐色 粘土質シル ト 粘性弱 しまり弱 炭化物を含む
ピット21埋土
1 lσrRク4褐色 シル ト 粘性弱
2 75YR4/4褐 色 ンル ト 粘性弱










⑦ 10YR4//3に ぶい黄褐色 粘土質シルト
① 75Y馳 /4褐 色 粘土質シルト 粘性弱
① 10YR4れ 褐色 粘土質シルト 粘性弱
⑩ 10YR5れ にぶい黄褐色 粘土質シルト 0                 1
紳◇ゝ









を削 り込んだ部分には、遺物を比較的多 く含む土層が堆積していた。上部から崩壊した土壌が堆積 した、自然堆
積層と考えられる。調査 した範囲内の、最も厚い所で測って lm程度の厚さがある。まとめて調査中は仮A層 と
呼称した。幾つかに細別したが、基本的な層相は類似する。にぶい黄褐色から褐色の粘土質シル トを主体とする
が、下部には砂質の部分もある。礫を多 く含んでおり、これらは石垣の裏込め層に由来するものと考えられる。






















































(1)I期の遺構 (図珂3。 15。 刊7、 図版 2・ 5～ 8)
段丘崖に由来する段差があり、段差の上の平坦面では、掘立柱列が 2条、ピット4基、性格不明の遺構である














南側の延びは判然としない。方向は、北から26.5° 西偏する。1号柱列の柱 1と 柱 2が、それぞれ 2号柱列の柱
































5列 より北側では、 I期 と同じである。 4列 と5列の境付近より南側は、大きく削り込まれている。この削り
込まれた部分の西端に近いところに石垣が設けられている。削り込んだ時期が、石垣の構築と同時か否かは確定




















背面には、 lm程の幅で、裏込め層がある。裏込め層は、20cm以下の大きさの川原石を入れてお り、V層 と同
じ段階で施されたものと考えられる。裏込め部分からは、陶器の橋鉢が出土している (図18-CT6)。 ただし、
裏込め層の上面から出土しており、確実に石垣構築時に遡るか否かは問題が残る資料である。
石垣の前面には堆積土が厚 く堆積 しており、比較的多 くの遺物が含まれ、特に陶器が多い。ほとんどが幕末前
後の時期であるが、より古い時期の遺物も混じっている。ある程度特徴の判明する、磁器 1点 と陶器 3点を図示
した (図19-CJ4、 図18-CT9～ 11)。
【1号遺構】





実に明治期に下るものは含まれていない。ある程度特徴の判明する、磁器 1点 (図 19-C」 3)、 陶器 3点 (図
18-CT3～ 5)、 瓦質土器 1点 (図 19-CGl)、 軟質施釉土器 1点 (図19-CNl)を 図示した。いずれも、
幕末頃の製品である。
【1号溝】
C-5・ 6区で検出された、北西から南東方向に直線的に延びる溝である。北から37° 西偏する。地山に掘 り
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図13 武家屋敷地区第 9地点遺構配置図 (1)
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Fig,13 Distribudon of features at BK9(1)
0                               10m
図14 武家屋敷地区第 9地点遺構配置図 (2)
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2号速構
















1                     1
2挺
婚是γ観 を多格 ま
卜 糾 弱 しまり弱 φ3近m縦 叫 を握
3ろ
Ⅶ 曽歌落懸 習愁
卜 縦 弱 しま明 始 を熱 引ゞこ含む ゅ
ビット14
1号柱列柱2
1 75YR2/3暗褐色 砂質シル ト 粘性中 しまり中
ひ5mm程度の鉄分と炭化物をまばらに含む
2 25YR5/6明 褐色 シルト質砂 粘性中 しまり弱
む






1 75YR4/4褐色 シル ト質砂 粘性弱  しまりやや強
かに含む 炭化物をわずかに含む


















1 75YRク4褐 色 粘土質シル ト
む
2 10YR3/4暗 褐色 粘土質シル ト
3 10YR2/2黒 褐色 粘土質シル ト
4 お YR4/4褐 色 粘土質シル ト
0            1m
粘性中 しまり中 数～20cm程 度の礫を含






1 10YR4/4褐 色 砂質シル ト 粘性中
含む 暗褐色土をプロック状に含む
2 75YR5/6明 褐色 砂質ンル ト 粘性弱
2号柱列柱 1
1 75YR4/4褐 色 砂質シル ト 粘性弱









1 10YR4/6褐 色 シル ト質砂 粘性弱 しまり中 黄褐色土小プロックを含b
φ lcmの礫を多量に含む φ5cm程 度の礫をわずかに含む





1 10YR4/4掲 色 粘土質シルト 粘性弱 しまり中 炭化物を含む
2 10YR3/4暗 褐色 粘土質シルト 粘性弱 しまり中 5～ 10cm程度の礫を含
む



















(1)縄文土器 。土師器 (図 19、 図版10、 表 4・ 6)






石器が出土している (年報 5)。 川内北キャンパスの武家屋敷地区第 4地点では、江戸時代以前に遡る自然の沢
状の落ち込みが検出された。その埋土最上部から、縄文時代中期前葉、弥生時代前期後半から中期中頃にかけて
の、縄文土器 。弥生土器と石器が出土している (年報13)。 武家屋敷地区第 7地点では、縄文時代と思われる陥





川内地区のこれまでの調査では、古代の遺物は、 2ヶ 所で出土している。川内南キャンパスの二の丸第 6地点
では、ロクロ土師器の甕が 1点出土している (年報 3)。 川内北キャンパスの二の九北方武家屋敷地区第 4地点
では、軒平瓦 1点 。平瓦 2点・須恵器 1点が出土している (年報13)。
(2)磁器・陶器 (図 18。 19、 図版 9、 表 2,3・ 7・ 8)
磁器 。陶器ともに、 1層攪乱から出土したものが最も多い。それ以外で、ある程度の量がまとまって出土して
























すものではない。CT9～ 11は石垣前面堆積層出土のもので、19世紀代を中心とする。C T12は織部の皿で、 1
層攪乱出土。C T13は 1層攪乱出土の火入れで、東北産の可能性もある資料のため図示した。
(3)土師質土器・瓦質土器 。軟質施釉土器・土製品 (図 19、 図版10、 表 4・ 9)
【土師質土器】
土師質土器は、皿が111点 とやや多 く出土しているが、皿以外は全てあわせても13点 にすぎない。Ⅳ層でやや
まとまって出土している以外は、散混な出上である。小破片が多 く、全体の特徴が判明する資料は少ない。皿 2
点と焼塩壷 1点 を図示した。
図19の CHlはⅦ層出土の皿である。底部の回転糸切 り痕跡は、通常に見られる回転糸切 りで、糸切 り痕跡の
中心が一方向に片寄 り、そこから外側に抜けていく、 a技法と呼んでいるものである (年報 9)。 口縁部内外面
に炭化物が付着しており、灯明皿として使用されたことが明らかである。
CH2は、 2層出土の皿である。日径10.4cmに 対して、器高が1.7cmと 、浅いのが特徴である。土師質土器の


































(6)そ の他の遺物 (表 4)
それ以外の遺物はきわめて少ない。木製品は、4層から杭と楔が各 1点出土しているだけである。漆塗製品は、





























0                      1ocm
図18 武家屋敷地区第 9地点出土陶器
Fig。18 Glazed ceramics from BK9
CZl
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図19 武家屋敷地区第 9地点出土磁器 。土器
Fig.19 Porcelttns and ceramics from BK9
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2層 4 ユ l l ] 4 蓋 ユ 小杯l 30
3層 2 1 l 身ユ 仏飯 器 l け
4層 2 2 1 と 1
I層 2 1 3 1 Jヽ瓶 l 段重蓋I l[
Ⅳ層 1 l ユ 3 l 1
V層 l
1
Ⅷ層 l 3 り





1号遺構 l l 4
2号遺構 l t






合 計 l 1
表 2 武家屋敷地区第 9地点出土磁器集計表
Tab 2  Distribution of porcelains at BK9
武家屋致地区第 9地点出土陶器集計表








































































l層・攪乱 2 l 4
大鉢2
植木鉢ユ






2層 l 1 1 1 1 ] kT明皿 1 苗皿 受 1
3層 l l
4'醤 l l 1 琳類 l l ユ 1
Ⅱ層 1 l
Ⅳ層 1 1 1
大鉢ユ
鎌類1
l l l k差 1
Ⅶ層 4 1 l ユ
百垣前面堆積層 l 4 1 太鉢 2 11 l 1 1 4
1号遺構 l 1 4
大鉢3
鉢類1
1 ユ l l 2 ] 伝飯器1
合   計 lC 1 1涯 7; ] lユ 9 封b]
層・遺構
































































2層 幅鉢 l l ク,レ ミユ l
3層
4層 1 ユ 1 務望1






Ⅶ 層 1 ] l
ユ
石垣前面堆積層 l















合   計 l 1 1 7 3 1 1





平瓦 1類 桟  瓦 丸瓦類 九  瓦 その他 不  明 合  計
点 数 重 量 点数 重  量 点数 重  量 点数 重  量 点 数 重 量 点数 重  量 点数 重  量
1層・ 攪 舌L l 1,350 ユ 2 1385
2層 1 148
1 1 2 149
Ⅱ層 ユ
1 2








l 882 3 1,047











種  類 出上場所 器種 時期
器 厚
(mm)
調 整 等 備 考 図 図肪
DZlllll 隠文土器 C4 石垣前面堆積層 深鉢 縄文 晩 期 ? 外向 :RL縄 文 内面 :ナ デ











文様等 胎 土 生産地 製作年代 備 考 図 図反
3J001 3号遺構坦土 香炉 青磁 普通 一副 不明 9
3J002 2号遺構埋土 小 中皿 草花文 普通 肥前 17c後～18c前 9
C」003 1号遺構南側埋±1層 蓋 栗支 内面栗文 普 通 一則 9
εJ004 C3 石垣前面堆積層 紅猪口 白磁型打 普通 一削 不 明 9
J005 Ⅱb,曽 小型筒形碗 一屋山水文 普通 一削 19c前～中 9
剪006 土層撹乱 中型広東碗 ll「文 見込荒磯文 普 通 肥前 18c末～ 19c中 尭継 ぎ 9
表 7 武家屋敷地区第 9地点出土磁器観察表
Tab.7 Notes on porcelains at BK9
表 8 武家屋敷地区第 9地点出土陶器観察表
Tab.8 Notes on glazed ceramics at BK9
表 9 武家屋敷地区第 9地点出土土師質土器・瓦質土器・軟質施釉土器観察表
Tab.9 Notes on unglazed ceramics and lead glazed so■ ceramics at BK9
表10 武家屋敷地区第 9地点出土瓦観察表
Tab 10 Notes on roof tiles at BK9
表11 武家屋敷地区第 9地点出土古銭観察表










文様等 釉 薬 胎土 生産地 製作年代 備 考 図 図膠
DT001 2号遺構埋土 重発 不 明 次TH(茶褐色) 粗 瀬戸・美濃 18c? 9
DT002 ピット19 中型丸碗 録釉掛け流し 天瓶 (浅黄色) 普通 瀬戸・美濃 18c前半 9
3T003 1号遺 構 埋 ± 2帰 土 瓶 (身 ) 白泥鉄絵帆掛舟文 天釉 (灰色 ) 密 κ堀相馬 P 19c中 9
3Tlll14 1号遺構埋±1擢 土瓶 (身 ) え釉 (淡灰自色) 密 大堀相馬 19c前～中 貫入顕著 9
3T005 1号遺構埋±1擢 仏飯 器 青釉 密 大堀相馬 19c前～中 9
3T006 石垣裏込 層鉢 106 決釉 (茶褐色) 粗 真北 産 18c-19c ,外面に1潮団子J痕 9
3T007 V層 向付 映絵 長 石釉 や や粗 美濃 16c未～17c初 志野 9
3T008 Ⅳ層 中型 丸碗 ■0 白泥刷毛 目 灰釉 (黄褐色) 密 工副 9
3Tlll19 石垣 前 面 堆 覆 庭 蓋 え釉(淡青灰白色) 密 大堀相馬 P 19c前～ 中 ミ入顕著 失透飛 9
ЭT010 石垣前面堆積履 小碗端反 天釉 (淡 青灰白色) 普 通 京・信楽 18c後半～19c 貫入顕著 失齢 8 9
3TOll 百垣前面堆積嬉 刀ヽ 中皿 灰釉 (明褐色) 密 東北産 19c前 ～中 8 9
CT012 1層携 乱 夫 皿 107 筑絵(皓褐色)草文 言釉流し掛け灰釉(淡黄灰白色) やや粗 頓戸 17c塙ほ 職部 9
CT013 1層撹乱 火 入 鉄釉 (黒褐 色 ) 粗 東北産 ? 18c後 ～19c 8 9
/n~録
番号










備 考 図 図版
内  面 外  面 底 部外 面
DHIXll 土師 質 B5 Ⅶ層 皿 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整a 右 ]級 内外葡に浣イr物 付着
3HC102 土 師 質 C5 2層 皿 ロクロナテ ロクロナデ 回転糸切無調整 不 明
】  00C 土師質 ピット16士里土 焼塩壷 不 明 格子ロタタキ 不明
3Gl101 瓦質 1号遺構 南 側 埋 ± 2層 鉢類 ロクロナデ ロクロナデ 体部外面に鱗状の文様
DC.0骸 瓦 質 l層撹乱 植木鉢 ロクロナデ ロクロナデ コ転糸切無調整 不 明





出上場所 種 類 備 考 図 図版
T001 1層 撹 乱 その他 両面に筋目あり












備 考 図 図肪
1/1C00ユ ピット6 寛永通宝 (新寛永) 6 尭形
llC002 不 明 寛永通宝 (新寛永) 6 完形
第Ⅲ章 富沢芦ノロ遺跡第 6次調査 (TM6)

















縄文時代前期の集落跡として古 くから知られてお り、住居跡も発見されている (岩測康治ほか1980)。 丘陵の南














石器も出土した (年報 3)。 この調査結果を受けて、野球場は位置を西側にずらして建設されることとなった。
その後、原子核理学研究施設の施設拡充計画に伴い、1985年度 (TMl)。 1989年度 (TM2)。 1991年度




第 4次調査 (TM4)は、原子核理学研究施設の電源室と照射 。測定室の新営と、排水管改修工事に伴って、
1996年度に実施された (年報14)。 1区からは縄文時代晩期前葉の粘土採掘坑12基などが発見された。 2区では、
埋没林が良好な状態で検出されている。排水管区からは、古代の竪穴住居跡が検出されている。
2001年度に実施した第 5次調査 (TM5)は 、第 4次調査の 2区に予定されていた建物が変更となり、当初予
定より規模を拡大して実験棟を建設することとなったため実施した (年報19)。 第 4次調査 2区の北側と西側に
隣接した区域を調査し、粘土採掘坑の可能性が考えられる土坑10基などが発見された。土坑からは古墳時代前期




















3.検 出遺構 (図22・ 23、 図版H。 り
第 3次調査N12区 の東側で 3基、西側で 4基、合計 7基の土坑が発見された (図 22)。 N12区 の調査では、 1
号～ 7号土坑の遺構名称が使われていた。今回は、これに続けて、東側から順に8号土坑～14号土坑の遺構名称
を付 した (図 23)。
いずれの土坑も、埋土には、地山に由来するプロックが混じる土と、自然堆積と考えられる植物遺体を含む黒

























































































































































































4.出 土遺物 (図 24、 図版10







































1983・ 1985、 次山淳1992、 辻秀人1994・ 1995)。 なかでも次山は、日縁部形態や体部外面調整から、奏の変遷を
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Summary
On he Campus of Tohoku University,a lot of sites are kno、 vn.AFnOng he■ 1,Sendai Castle is the most famous
and largest one.Almost all Of the south part of Ka、 vauchi campus is located on its secondary citadel area,The
north part of Kawauchi calnpus is located on he sites of samurai residences.Aobayama campus includes lnitial
Jomon site.In Japan,if existing cttumstances need to be changed in the kllown site area,excavation fesearch on the
buried cultural propel・ ties must be caried out.The Office mainly calFieS Out salvage excavations of archacological
sites on campus.
This volume caコ ries repons of salvage excavations at BK9 on Ka、 vauchi calnpus,TM6 on Tonlkzawa calapus,
which、vere conducted by the Archacological Research Center on the Calapus,Tohoku l」 niversity in the ascal year
2003.This volume includes reports about results of conimaion、 vork with constAICtiOns,and activities、 vhich
were conducted by he Center such as vttious analyses,consewation work ofセ�ifttts,andjoint research.
BK9 site(Loc.9 of samurai residences located at the side of north outtr moat of Ninomaru,1.e.he secondary
citadel of Sendai Castle)
This excavation was conducted pttor to consttuction of the Kawauchi Hall(student ttcreational building).The
area of excavation was 363.5だ 。Among the excavations at Ka、 vauchi campus,he present One was a medium― scale
excavation.
Because a part of the excavation area、 vas located on the river terrace cliff,the number of discovered
archaeological features is limited. As for features in the Edo period, small― scale stone wall,pillared fences,
ditches,pits etc.were discovered.
Various ilaplements such as porcelain,ceramics,unglazed ceramics,metal implements,wooden implements,
stone implements、vere excavated fronl features and soil accumulation.The amount is small although tte kind of
he implements is variable.These implements are dated to the period bet、 veen the early 17th century and the
nliddle 19da century.
One vessel of pottery belonging to Jomon Pettod or Yayoi Pe� od and one htti― Ware belonging to Heian era
have been excavated.They reveal ttat he investigated point and he surounding ttea、 vas the scence of human
activities at these times.                                 
′
TM6 site(the sixh excavation of Tomizawa Ashinokuchi site)
This area was excavated prior to improvement of the drainpipes at Too� zawa campus.The area of the
excavation was 24.5∬ .It is a snial卜 scne excavation.
From this naFOW eXCavation area,seven clay mining pits were discovered.Because he htti― Ware vessels
belonging to the early Kohun Peiod were excavated from four pits,hese clay mining pits were made in tte early














図版 2 武家屋敷地区第 9地点全景 (I・ 工期 )






5.D～ E-5区横断ベルトBセ クション (北から) 6.D-5区横断ベルトBセ クション (北から)
7.C～ D-5区横断ベルトBセクション (北から) 8.B-5区横断ベルトBセ クション (北から)
図版3 武査層鞭 乱協赫 ま(ζ
シヨン(1)
B-10区横断ベルトAセ クション (南から) 2.B-11区 横断ベルトAセ クション (南 から)
3.B-4区 横断ベルトCセ クション (南 から)
5.C-4区 横断ベルトCセ クション (南から)
4.B～ C-4区横断ベル トCセ クション (南から)
6.B-4区 横断ベルトDセ クション (南から)
図版 4 武家屋敷地区第 9地点基本層セクション (2)
Pl.4 Cross sections of BK9(2)



















武家屋敷地区第 9地点 I・ 工期の遺構 (1)








図版 6 武家屋敷地区第 9地点 I・
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図 武家屋敷地区第 9地点 I。 工期の遺構 (3)
Features of phase l and Ⅱ at BK9(3)
8. ピット19(7耳 から)
1.1号柱列 ,2号柱列 (西から)
5。 1号柱列柱 1・ 2号柱列柱 1セ クション (北から)
ピット1セ クション (東から)




図版 8 武家屋敷地区第 9地点 I・
P18 Features of phase l and











CHl～ 3、 CGl・ 2、 CNl S=1 : 3
Tl、 CZl Sil:2
T2、 WECl。 2、 CZ2 S=1 , 1
図版10 武家屋敷地区第 9地点出土遺物 (2)
PL.10 Various implementsと om BK9(2)
68
1.8～ 11号土坑検出状況 (東 から) 2.12～ 14号土坑検出状況 (束から)
|ミ :蕉 ― t
5.9号土坑 (南 から)
4.8号 土坑セクション (南 から)
図版11 芦ノロ遺跡第 6次調査全景・検出遺橋 (1)
Plll Views and features of TM6(1)
1.10号土坑 (南から) 2.11号土坑 (北から)
3.12号土坑セクション (東から) 4.12号土坑 (東から)






酌　　帥 芦ノロ遺跡第 6次調査検出遺構 (2)Pl,12 Features of TM6(2)
8.14号土坑 (東から)7.14号土坑遺物出土状況
図版13 芦ノロ遺跡第 6次調査出土土師器
Pl.13 Haii ware from TM6
S=1:2
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